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●13世紀の概観
①13世紀は「モンゴルの世紀」。70年 にわたる征服戦争の結果,ユ

ーラシアの東西(農耕と遊牧世界)に ホたがる大帝国が出現

②「モンゴルの平和(パ ックス=タタリカ)」 による活発な東西交流

③マムルーク朝はモンゴルと十字軍の挟撃に対抗

④第4回十字軍以降.北イタリア諸都市が繁栄
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■■■ヴェネツィア領
―→レ第 5回十字軍の進路(1228～ 29)
――‐ 第 6回十字軍の進路(1248～ 54)

一
マルコ =ポーロの旅行路

―
イブン =バットゥータの旅行路

→ 征服・侵攻

→ 対立関係

一
友好 。同盟関係
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0■捐‖ ヴェネツイアは第4

回十字軍(1204)で多大な利益を

獲得したが,やがでビザンツ帝

国と結んだジェノヴアに東地中

海貿易から締め出さねたため,

モン」'ル
帝国に直接向かおうと

した商人も現れた。マルコー行

はそんな1271年中国へ出発した。

都 市 の 規 模
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マルコは「ザイトン

轟 (泉州)の港にはイン

ドの船が香辛料など

を積んでくる。アレ

クサンドリアの100

倍にあたる世界最大

0腑輌鵬 マルコが帰国した翌

1296年 ,ヴエネツィアはジェノ

ヴア(ビザンツと友好国)との戦

争に敗れマルコは捕虜となつ

獄中での体験談よ「13ら 吹きJ

の異名をとった。ピサの文人ル

スチアーノがマルコの□述を筆

rを誇る二大商港だ。J にしたのが『世界の記述』であ

とほめている。

○「黄金の国ジパ

ング」「ジバング

の宮殿の屋根や床|ま

純金でできている。」

1268年フビライは高

麗の使者を通じ,鎌倉

幕府に朝貢を求めたが,

幕府は返書を送らなかった。

1274年に元・高麗混成軍が博多湾に上陸,集団戦法と

新兵器で武士団を苦しめた。1281年にも元・旧南宋混成

軍の14万が襲来(屯田兵として上陸予定していた)。 し

かし2度とも暴風雨のため船団は壊滅的打撃をうけた。

3回 目は元の内紛と中国や各地の民衆の抵抗で実行

されず,その後仏教中心の文化交流が日本と続いた。
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『世界の記述』(『東方見聞録J)―「色目人Jマ,レコ=ポー回の見た世界一

フビライ =ハンの遠征 |  |モ ンゴル帝国の最大版図
―  元と4ハン国の境界

1274 文永の役
1281 弘安の役
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大薬をつめた

鉄の玉に火t― _・

つけて飛ばす
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